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In this study, the author proposes a phenomenological model for constructing the mental 
representation of the sense of taste. The perceptual domain of taste presents a symbol-grounding 
problem in which language does not capture the target domain straightforwardly. We suggest that 
analogy, defined as a process of finding relevance in a metaphorical expression, is a key to handling 
the problem in the domain of taste. We also introduce the notion of “inter-referential framework” 
through which analogy works. In this study, we first took up sound symbolism (ideophones) as a 
case of the inter-referential framework to express the tastes of wine and sake and did a 
quantitative text analysis and morphological analysis to demonstrate how sound symbolic 
expressions function in describing wine and sake. Morphological analysis in comparison to the 
BCCWJ (The Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese) revealed that double consonant 
patterns are a characteristic form in the tasting descriptions. Integrating these findings with the 
text analysis, we concluded that the ideophones were employed to describe the breaking points, the 
turning points, and the changing processes rather than the stable states of the taste. To this point, 
ideophones can, therefore, be distinguished from general adverbs, which describe mainly the states 
and manners of objects or events. Next, as the second illustration of the inter-referential 
framework, the author proposed the drawing expressions (i.e., visual domain) of the sense of taste. 
Toward achieving the study of drawing representation of the taste, the author offered some new 
methods; the drawing methodology, and the analyzing method of the relationships between the part 
of the picture and the verbal expressions. 
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記号論はパース (C. S. Peirce, 1839 - 1914) にはじまるアメリカ記号論（semiotic）と，



































よる創発的な記号過程が検討されており(長井 & 中村, 2012)，旧来記号論，言語学で理論

























物嫌悪学習 (taste aversion learning/" conditioned taste aversion) や味覚嗜好学習
（conditioned taste preference）などの，味覚と内臓感覚との連合学習が挙げられる(山本, 
2008)．また味覚と嗅覚，味覚と視覚の間にも連合学習が成立することも明らかになってお
り，味覚認知は対象の見た目（果物の色など）や，パッケージのデザインなど対象への先入














































から整理した記述的研究を行っている．また大塚の一連の研究(大塚, 2004)(山口 & 大塚, 
2014b)では単に味わいの表現のみに着目するのではなく，味わいの表現と味わいの対象と
なっている酒との関連性や，その関連性に対する人の認知的判断を重視し，日本酒に対する





















































































entrenchment (Taylor, 2012)の度合いによって勾配があるとみなすべきであろう． 











































































































































































































間参照枠 (inter referential framework)」と呼称する． 
ここでいう中間参照枠は，状況依存的，文脈依存的な性質を持つため厳密に定義すること
はむずかしいが，以下，考えられるその特徴を示す． 














































































































































































  Wine Corpus Sake Corpus 
総語数 208,424 49,222 
異なり語数 





総文数 11,400 2,487 




本研究では，各コーパスのオノマトペ上位 10 語を分析対象とする（表 2）．全体では
異なり語数で 100 語程度のオノマトペ使用が見られるが，両コーパスともに 10 位以下
ではそれぞれの出現回数が十分でなく，とくに次節以降の共起関係を分析するという目





 ワインコーパス   日本酒コーパス 





1 しっかり 616 29.56  1 ほんのり 87 17.68 
2 ほんのり 120 5.76  2 しっかり 56 11.38 
3 たっぷり 77 3.69  3 きりっと 41 8.33 
4 しっとり 62 2.97  4 とろり 37 7.52 
5 ふんわり 50 2.40  5 あっさり 27 5.49 
6 しみじみ 38 1.82  6 すっきり 24 4.88 
7 きっちり 37 1.78  7 ゆったり 24 4.88 
8 じっくり 37 1.78  8 ぐっと 22 4.47 
9 きちんと 29 1.39  9 さらり 21 4.27 



















  ワインコーパス   日本酒コーパス 
  異なり語数 出現回数    異なり語数  出現回数  































のもの（AR 型）の分類を表 4 に示す． 
 
 
表 4 語基の分類 
タイプ 辞典 ワインコーパス 日本酒コーパス
A  型 289 (18.4%) 27 (16.3%) 10(19.6%)
AB 型 928 (59.1%) 108 (65.4%) 33(64.7%)
AR 型 317 (20.2%) 30 (18.1%) 8(15.6%)









表 5 １拍語基 
語形 辞典 ワインコーパス 日本酒コーパス 
A ッ 37 (12.8%) 10 (38.5%) 9 (100%) 
A ン A ン 32 (11.1%) 6 (23.1%) 0 
A ン 30 (10.4%) 6 (23.1%) 0 
Aーン 31 (10.7%) 2 (7.7%) 0 
Aーッ!  37 (12.8%) 2 (7.7%) 0 
その他  122(42.2%) 0 0 
TOTAL  289 26 9 
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表 6 2 拍語基 

 	    
A ッ B リ!  105 (11.3%) 40 (38.5%) 16 (40.4%)
A B A B 298 (32.1%) 32 (30.8%) 4 (10.0%)
A ッ B ラ!  4 (0.4%) 2 (1.9%) 2 (5.0%)
A B ン!  67 (7.2%) 2 (1.9%) 1 (2.5%)
A B ッ 128 (13.8%) 10 (9.6%) 3 (7.5%)
A ン B リ 24 (2.6%) 12 (11.5%) 5 (12.5%)
A B リ!  80 (8.6%) 4 (3.8%) 7 (17.5%)
A B 13 (1.4%) 1 (1.0%) 1 (2.5%)
A B リ A B リ 17 (1.8%) 1 (1.0%) 1 (2.5%)
その他 192 0 0
TOTAL  928 104 40
 
 
表 7： 2 拍 AR 語基 

 	    
ARAR 101 (31.9%) 10 (45.5%) 9 (100%)
AR ッ 57 (18.0%) 6 (27.3%) 0 
AR リ 49 (15.5%) 6 (27.3%) 0 
その他  110 (34.7%) 0 0 








「A ッ」型については，辞典における A 型見出し語の 12.8％に対して，ワインコー
パスでは 38.5%，日本酒コーパスで 100％を占めている．このことから A 型全体では使
用率に差がないものの，語基の内部，語形のレベルでは味覚コーパスにおいて用いられ
やすい語形があることが示唆される． 
同様に AB 型の内部で注目したいのは「A ッ B リ」型，「A ッ B ラ」型である．「A ッ
B リ」型は辞典では 11.3％に対してワインコーパス 38.5％，日本酒コーパス 40.0％と，
味覚コーパスにおいて高頻度で見られる語形である．「A ッ B ラ」型は，頻度は小さい
ものの，辞典に掲載されている 4 語のうち半数の 2 語を味覚コーパスで使用している．
日本語全体を対象とした辞典に対して非常に小規模な味覚コーパスの中に四分の二の
用例が見られる点は注目に値するものと思われる．同様に「A ン B リ」型も，とりわけ
ワインコーパスにおいては用いられやすい語形として注目すべきものであろう．以上の





























味覚コーパスに特徴的と思われる語形は「A ッ」型，「A ッ B リ」型，「A ッ B ラ」
型，（「A ン B リ」型）であった．これらの語形の特徴としては，とくに二拍語基の「A









































出等の処理にはコーディングソフト KH Coder (樋口, 2004)を用いた． 













図 3 に示したように，3 種のワインコーパスを用いる．まず資料から抽出した全段落
(銘柄)，全文を収載したコーパス（WC）である．次に，WC から音象徴を含む段落を抽
出したコーパス(WOPC)，そして WC の中で音象徴語が含まれる文のみを抽出したコー










表 9 ワインコーパスの詳細 
 WC WOPC WOSC 
総抽出語数 201,294 100,977 27,928 
異なり語数 9,449 6,440 2,778 








総段落（銘柄）数 1,957 986 － 








表 10 日本酒コーパスの詳細 
 NC NOSC 
総抽出語数 50,147 9,799 
異なり語数 3,047 1,042 
Type Taken Ratio 16.46 9.40 
総文数 2,552 434 
総段落（銘柄）数 1,167 - 
平均出現回数 8.47 5.00 




































は実測値が 5 以下の場合にはフィッシャーの正確検定(Fisher’s exact test)を実施した．
カイ二乗検定についてはカイ二乗値と p 値，フィッシャーの正確検定に関しては p 値，
相対確率(RR)，オッズ比(OR)を報告する． 




体も対象から除外している．この条件によって WOPC-WOSC 間での分析対象は 157
語，NC-NOSC 間での分析対象は 173 語であった．なお，統計処理はすべて Microsoft
社の Excel を用いて行った． 
2.4.5.!ワインコーパスの検定と結果 
検定の実施
WOPC と WOSC の出現頻度上位 150 語においてピアソンのカイ二乗検定を行った
結果，下記（表 11, 表 12）のカイ二乗統計値と p 値を得た．なお，各語の実測頻度お












WOPC に有意に高頻度で出現する語は，コーパス間の関係が WOPC⊂WOSC であ




（以上 5%水準）であった(表 12)． 
2.4.6.!日本酒コーパスの検定と結果 
検定の実施
NC および NOSC それぞれの出現頻度上位 150 語（重複 15 語，計 180 語）の検定結















表 11 WOSC（ワインオノマトペ文コーパス）に有意に高頻度で出現する語 
 
頻度（実測値） 1 万語調整頻度 WOPC-WOSC 間 検定結果 
WOPC WOSC WOPC WOSC χ2値 ｐ値 
 20 12 1.98  4.30  3.84  .050  
(# 30 16 2.97  5.73  3.92  .048  
 17 11 1.68  3.94  4.14  .042  
,2-/ 30 17 2.97  6.09  5.00  .025  
0.13 430 149 42.58  53.35  5.43  .020  
%) 100 13 9.90  4.65  6.29  .012  
 286 106 28.32  37.95  6.38  .012  
	 100 45 9.90  16.11  6.97  .008  

 56 29 5.55  10.38  7.05  .008  
' 77 38 7.63  13.61  8.12  .004  
 31 20 3.07  7.16  8.25  .004  
 68 35 6.73  12.53  8.50  .004  
$! 286 111 28.32  39.75  8.93  .003  
"& 106 53 10.50  18.98  12.09  < .001  
 226 96 22.38  34.37  12.15  < .001  
 342 141 33.87  50.49  15.74  < .001 
 45 30 4.46  10.74  13.80  < .001 
' 61 36 6.04  12.89  12.75  < .001 
) 138 70 13.67  25.06  16.94  < .001 
) 64 40 6.34  14.32  16.32  < .001 
+ 57 41 5.64  14.68  22.34  < .001 
 214 107 21.19  38.31  25.13  < .001 
 201 108 19.91  38.67  31.44  < .001 
 650 245 64.37  87.73  16.97  < .001 
*! 444 171 43.97  61.23  13.36  < .001 
47
  








WOPC WOC WOPC WOC χ2値 ｐ値 RR OR 
少し 239 48 23.67 17.19 3.85 .050   
ブル 88 13 8.71 4.65 4.10 .043   
若干 46 5 4.56 1.79 - .041 1.2 2.5 
比べる 60 7 5.94 2.51 4.33 .037   
造る 99 15 9.80 5.37 4.38 .036   
試飲 80 10 7.92 3.58 5.31 .021   
見事 175 30 17.33 10.74 5.57 .018   
樽試飲 42 3 4.16 1.07 - .011 1.2 3.9 
本当に 59 5 5.84 1.79 - .006 1.2 3.3 
高い 161 24 15.94 8.59 7.74 .005   
今 160 23 15.85 8.24 8.41 .004   
素晴らしい 98 10 9.71 3.58 9.08 .003   
品質 118 12 11.69 4.30 11.13 .001   
銘柄 96 8 9.51 2.86 11.16 .001   
畑 57 3 5.64 1.07 - .001 1.2 5.3 
価格 105 6 10.40 2.15 16.36 < .001   
ワイン 733 138 72.59 49.41 17.17 < .001   
出来る 182 14 18.02 5.01 23.54 < .001   
年 420 56 41.59 20.05 27.01 < .001 1  
Note. 自由度 = 1. 表中の斜体字は期待値あるいは実測値 5 以下の語を示す 
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表 13  NOSC（日本酒オノマトペ文コーパス）に有意に高頻度で出現する語 





 NC NOSC NC NOSC ｐ RR OR 
硬い 8 5 1.60  5.10  .048  0.74  0.31  
後口 149 42 29.71  42.86  .039  0.93  0.69  
貫く 7 5 1.40  5.10  .034  0.70  0.27  
立ち上がる 18 9 3.59  9.18  .032  0.80  0.39  
軽妙 22 10 4.39  10.21  .031  0.82  0.43  
切れ味 57 20 11.37  20.41  .030  0.89  0.56  
残す 20 7 3.99  7.14  .030  0.89  0.56  
引き 30 13 5.98  13.27  .021  0.83  0.45  
潔い 11 7 2.19  7.14  .019  0.73  0.31  
香気 206 58 41.08  59.19  .016  0.93  0.69  
辛い 63 24 12.56  24.49  .008  0.87  0.51  
雑味 26 13 5.18  13.27  .008  0.08  0.39  
立つ 142 45 28.32  45.92  .007  0.91  0.62  
飲む 181 56 36.09  57.15  .004  0.91  0.63  
芯 14 10 2.79  10.21  .003  0.70  0.27  
口 141 48 28.12  48.98  .002  0.89  0.57  













 NC NOSC NC NOSC ｐ値 RR OR 
枯れる 25 0 4.99 0.00 .025 1.20 - 
冷やす 27 0 5.38 0.00 .016 1.20 - 
合う 26 0 5.18 0.00 .015 1.20 - 
使用 29 0 5.78 0.00 .010 1.20 - 










































































































































































































もの“遮蔽コーパス”とする．なお各コーパスの詳細は表 15 に示す通りである． 
 
 
表 15 遮蔽コーパスの詳細 























図 4，図 5 に，音象徴語コーパスの共起ネットワーク図を示す．図 4 は副詞 B（音
象徴語の品詞）とタグ，名詞，形容詞，形容動詞について出現回数 6 以上，ノード数
100，サブグラフ検出（媒介）にて描画したものである．図 5 は副詞 B と名詞について









図 4 音象徴語コーパスの共起ネットワーク(1) 







図 5 音象徴語コーパスの共起ネットワーク(2) 






図 6 及び図 7 に，遮蔽コーパスの共起ネットワークを示す． 
図 6 は遮蔽コーパスの副詞 B（音象徴語の品詞）とタグ，名詞について，出現回数 7
以上，ノード数 60，サブグラフ検出（媒介）で描画したものである．また図 7 は副詞
B と名詞，形容詞，形容動詞について出現回数 7 以上，ノード数 100，サブグラフ検出
（媒介）にて描画したものである．図中の【音象徴語】は，コーパス中の音象徴語を「す
っきり」に置換してコーディングすることで形式遮蔽した語である．なお【音象徴語】
の出現数は 1,133 である（総文数は 1,055 のため，一文中に複数回音象徴語が出現する
場合もある）．なおこれ以降の図中に見られる着色フォントは筆者によるものである． 

























以上の条件で，「副詞 B」「名詞」「タグ」について出現回数 6 以上の語について多次
元尺度構成法を行うことにより，図 8 を得た．分析手法の説明が長くなってしまった





図 6 遮蔽コーパスの共起ネットワーク(1) 






図 7 遮蔽コーパスの共起ネットワーク(2) 










図 8 形式遮蔽法を用いた音象徴語の MDS 図(1)（副詞 B，タグを描画） 
 
 









































上の距離を同心円でとると〈力強い〉クラスタの語は 0~0.5 の範囲に 1 語，0.5~1.0 の範囲














































表 17 音象徴語の係り受け語の頻度 
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Onomatopoeia Coding Corpus）を構築した．現在 FOCCo では 660 語の音象徴語に，次項
に示す形式上の区分と，母音および子音の音韻情報がタグ付けされている． 










表 18： A 型，AB 型擬態語のタイプ 
 































































































































































2.7.4.!  スコープ分析の結果 



















































近年の味と形の感覚間対応の研究は，デロイらの研究(Deroy & Valentin, 2011)をその始
点とみることができよう．デロイらは，フランス人被験者を対象として，3 種類のビール飲














ケージデザインへの応用を目指したヴェラスコらのレビュー論文(Velasco, Woods, Petit, 















1.! 形のどの部分と味のどの要素が対応しているのかが不明であること  
























































表 19 描画の構成要素 



























































































表 20 言語表象と描画表象の関係性 
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本研究では，A と B の対応関係の分析によって，味の表象における言語表象と描画表象
の関係性を明らかにする． 
A と B の特徴，すなわち描画によって記述されやすい味の要素と，描画によって記述さ
れづらい味の要素を分析するため，筆者は言語記述(総頻度 5,551 語)を「描画として記述さ




本研究では，Case A と Case B 双方の特徴語を分析することによって，何が描画として
表象され，何が描画的に表象されづらいかを明らかにする． 
特徴語の導出はジャッカード係数によって行う．なおジャッカード係数の算出及び本研




表象機序に関する一般的な傾向を確認する．なお本分析においては Case A，Case B それぞ
れにおけるジャッカード係数が 0.075 以上の語を特徴語とみなして分析をすすめる． 
3.8.!味わいに関する名詞 
味わい表現における名詞の基本的な機能は味の要素を指摘することにあると考えられる．
言語記述に加えて，味の要素は描画によっても記述されるため，表 21 と表 22 の比較から
は言語と描画のそれぞれの相において表現されやすいものが明らかとなる． 






























図 17 注釈が顕著な味わい描画の例（宗玄生原酒） 
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表 21 描画によって記述されやすい味わいの要素 
 
 語 品詞 総頻度 A 頻度 J 
1 舌 名 55 37 .446 
2 広がる 動 18 15 .221 
3 最後 名 24 15 .203 
4 奥 名 21 14 .194 
5 表面 名 13 12 .182 
6 口 名 17 12 .171 
7 中心 名 16 11 .157 
8 舌先 名 11 9 .134 
9 ｱﾙｺｰﾙ 名 14 9 .129 
10 鼻 名 17 9 .123 
11 入る 動 10 8 .119 
12 渋み 名 10 8 .119 
13 喉 名 13 8 .114 
14 渋 名 14 8 .113 
15 酸 名 14 8 .113 
16 喉元 名 7 7 .108 
17 形 名 9 7 .105 
18 空間 名 7 6 .091 
19 伸びる 動 8 6 .090 
20 真ん中 名 6 5 .076 
21 丸い 形 6 5 .076 
22 揺れる 動 6 5 .076 
23 硬い 形 6 5 .076 
24 保つ 動 6 5 .076 
25 上がる 動 6 5 .076 
89
  
表 22 言語表現によって記述されやすい味わいの要素 
 
 語 品詞 総頻度 B 頻度 J 
1  味 名 56 29 .341 
2  感じる 動 29 16 .225 
3  酸味 名 24 13 .188 
4  旨味 名 25 13 .186 
5  感じ 名 11 10 .170 
6  飲み込む 動 11 9 .150 
7  甘み 名 17 9 .136 
8  思う 動 9 8 .136 
9  残る 動 8 7 .119 
10  輪郭 名 14 7 .108 
11  飲む 動 6 6 .103 
12  印象 名 7 6 .102 
13  米 名 8 6 .100 
14  酒 名 8 6 .100 
15  きれい 形動 8 6 .100 
16  甘い 形 8 6 .100 
17  少し 副 9 6 .098 
18  旨い 形 10 6 .097 
19  発泡 名 11 6 .095 
20  上 名 12 6 .094 
21  透明 形動 12 6 .094 
22  香り 名 12 6 .094 
23  濃い 形 6 5 .085 
24  思える 動 6 5 .085 
25  抜ける 動 8 5 .082 












































































































































































































































































































































































たとえば，図 4 の A の図式は「変わる」「変える」「転じる」という動詞群に紐付いて




し，KJ 法によって意味でクラスタリングしたもの(図 24 右)に共通するイメージ(図 24
左)を筆者が描画したものである．図は抜粋であり，このような図式 22 パターンとその
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  ・テイスティング日付：銘柄名：co-食べ合わせ(酒単体の場合は co-null) 
  ・記述 
を基本のフォーマットとし，一部の銘柄については文末に 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































伸びる．ももとせ 20 や，千日にはない伸び．千日はタレの辛さに負けて，ももとせ 20
はタレの油に潜り込むように入ってくるテクスチャがちょっとくどかった．タレがブロ
ックのようにドンと入ってきて，ももとせ 5 は同じくらいの力で押してくる．ブロック
をブロックで押し出す感じで，最後は酒の余韻に軍配が上がる．ただ，記憶の中のタレ
の甘味と，唇だけで感じるタレの辛さが確かにあって，お互いの力が拮抗していること
を感じる． 
2017/10/27：千日：co-null： 
こんなにおとなしかったかという感じ．透明な薄黄緑に見える．若さすら感じるアルコ
ールの上立ち香．舌には中央をまっすぐ入ってきて，ほんの少し，涙くらいの塩味．そ
のミネラルがぬめりみたいなテクスチャに．飲み込んだ舌の動きで苦味が電流のように
生じる．：3：4 
2017/10/27：ももとせ 5：co-null： 
ほんとに 5 年かと思うくらい軽い．熟成のいいとこだけ柔らかく出ている．熟成の甘味
があるのにキレ，渋味があって，不思議な感覚．切れ味と渋味が中華料理の中の山椒の
スパイシーさを想起させて，麻婆豆腐に合わせてみたいなあと思わせる．余韻にエグみ
がなく，香気だけが鼻の奥で滞留する．：3：5 
2017/10/27：ももとせ 20：co-null： 
ねっとりしたプルーン，レーズンぐらいの上立ち香．スパイシーな刺激が少し．色は琥
珀色で艶がある．含むとべっこう飴みたいな甘味を平べったいテクスチャで感じる．薄
い楕円の透明な飴．舌先でそれを感じた後に舌の中盤中心からカッと上方向に上がって
くる．よくよく見てみると，最初から最後まで舌の輪郭線を，おそらくアルコールの渋
味が白くざわつかせる．ボディは苦くて，一口ごとに視点が変わる．：3：5 
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2017/10/12：純米吟醸天の宙：co-鯵の刺身(半額)： 
酒と刺身のテクスチャが合ってる．酒自体は開けて日が経って，セルフ秋あがりみたい
になってしまったが，栗のようなこっくりした甘みが出てきた．ただ，常温で飲むと酒
が冷か燗のどっちかに動きたがる．最後に舌の中央に帯をつくる渋味をどうしたものか，
温度で落とし前をつけたくなる．4：4： 
2017/10/12：比翼鶴純米：co-null： 
薄い．上立ちから安酒の香り．口に入れた瞬間は木香，味は舌に座布団を引いたような
しぴしぴした味．：5：1 
2017/5/12：あい：co-null： 
総体として，「藍の味」と思えるようになってきた．なめらかなガラスの質感で，酸味
が輪郭をつくっているが，輪郭を感じるのではなく味全体を塊として感じる．舌を渋味
がひっかきながら，奥へ奥へと行進する．終着点は舌の奥，二手に分かれて渋味が陣取
っている．：4：5 
2017/5/12：28 あいしぼ：co-null： 
酸味のボリュームがあって，最後にアルコール感．アルコール感は尖ってるが，気化し
て鼻の奥にまでふかーっと広がる．舌の中心に疎水性のある酸渋．メディア慣れした若
手感はあるがやや軽薄か．：4：3 
2017/5/12：千日：co-からすみ： 
それぞれがそれぞれで美味い．ただ，別のベクトルを向いていてバラバラ．からすみの
塩味が尖って感じられる．：4：2 
2017/5/12：にごり：co-null： 
ゆりゅゆりゅゆりゅっと入ってくる．一瞬気を許す間もなく辛味が舌をノックし，最後
は鼻の奥をハンマーで叩く．やはりにごりの粕感で質量と渋味が感じられるので，単体
で美味い気がする． 
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2017/5/12：あい：co-塩らっきょう： 
甘みがあってまろやか，最後に辛味が流すが，そこに塩味メインのらっきょが餅つきの
合いの手のようにすっと入ってくる．酒とらっきょがシーソーのように塩味と甘味が行
ったり来たりして，ずっと飲み続けられる．：3：4 
2017/9/7：純米吟醸天の宙：co-null： 
O グラスで．テンションが上がる上立ち．米の姿が見える華やかな香り．するりと入っ
てくる．滑らかで三日月を下にした形．舌の肉で旨味を感じるが，全体に拡がるわけで
はなく両端が持ち上がるような薄さ，軽さがあって嫌らしさがない．魚系に合うか．た
だ，味の像がぼやけていてもう少し冷やすか，ちゃんと燗にするかしないともったいな
い．：4：4 
2017/9/7：純米吟醸天の宙：co-ハマチの刺身： 
ハマチがちょっと落ちてるのもあるが，ちょっと合わない．温度のせいもあって酒のぼ
やけたところとハマチのもちゃつきが馴れ合っている感じがする．わさびを差すと多少
くっきりさが出るが，それも小手先感．：4：3 
2017/8/29：無手無冠純米生酒：co-null： 
濃い．どろつきと言えるくらいのぬらりとしたテクスチャ．米の，ふかした，こんもり
とした苔のむすような香り．生酒であるとは到底思えず，石川の宗玄に似たニュアンス．
鮎の塩焼きにでもあわすか？塩味が欲しくなる．：3：3 
2017/8/29：無手無冠純米生酒：co-ぬた： 
ぬたを舐めながら酒を飲むという酒飲みの末期のような飲み方．合う．酢味噌が爽やか
さを醸し出し，酒の嫌なところをマスキングする．ただ何杯もいけるかというと酒を口
に入れる方で飲み疲れする感じ．：3：4 
2017/8/28：文佳人純米秋あがり：co-null： 
上立ちは軽く冷たいグレープフルーツの皮．舌あたりは滑らかで，舌のすべりで冷やお
ろしであることが得心させられる．舌あたりのあとはさらさらと発泡感がそよぎ，まだ
味は来ない．味は落ち着いていて何の味かすらわからないが，ゆったりと静かに夜の闇
に沈むような下方向の味．舌の奥の両脇で渋味苦味．最後の苦味は文佳人やなー．酒自
体よりは何かと合わせて伸びそう．：4：4 
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2017/8/28：文佳人純米秋あがり：co-どろめ： 
抜群に合うわけではないが，なんとなくゆるゆるずっと飲める．日本酒を飲むというこ
との原点を思い起こさせる．味としてはどろめと酒の苦味が同調なんだと思うが，イメ
ージ上での同調であって，実際には舌の中心で感じる存在感をもった冷たい酸味．：3：
3 
2017/8/27：生氷室：co-null： 
生糠の上立ち．含むと舌先にアルコールがピリつく．冷やしたときに酸として際立つ味
が，常温だと味がばらついて舌の両サイドにほぐれるように散らばって雑味になる．：
3：2 
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